
～ たしなみの武辺は、生まれながらの武辺に勝れり ～
ぶ へん ぶ へん まさ

これは、戦国時代の名将として高い人気を誇る、織田信長の言葉です。

意味は、「努力して身に付けた能力は、生まれながらにもっている能力よ

りも優れている。」ということです（この場合の「たしなみ」は「普段か

らの心がけ」、「武辺」とは「武道や武術に関する事柄」のこと）。生まれ

や家柄などにとらわれず、その人の実績を評価して人材を登用した、信長

らしい言葉だと感じます。

確かに、人はそれぞれ生まれながらにもっている才能が違います。いろ

いろな場面で才能あふれる人の活躍を目にするとき、どうしても「生まれもった能力が違うな」

と諦めてしまうこともあります。しかし、どんなに優れた才能をもっていたとしても、その才

能に気付かなければ、あるいは気付いたとしてもそれを磨く努力を怠れば、その才能は一生花

開くことなく枯れてしまうかもしれません。

一方、それほど才能には恵まれていなくても、日々努力を積み重ねることで、基からの才能

を上回ることも多々あります。また、努力を続けているうちに、自分の中に新たな才能を見出

すかもしれません。大切なことは、自分には才能がないからと安易に諦めず、将来なりたい自

分の姿を思い描き、そのための目標を明確にもって、チャレンジし続けることだと言えますね。

同じようなことを、かの発明王トーマス・エジソンも言っています。「天才とは１％の才能

と99％の努力である。」とは有名ですが、他にも次のような言葉も残っています。

もちろん、生まれつきの能力の問題もまったく無視はできない。

それでもやはり、これはおまけみたいなものだ。

絶え間なく、粘り強く努力する。

これこそ何よりも重要な資質であり、成功の要といえる。

3月は子どもたちにとって、進学や進級に向かう季節です。自分の成長

を実感し、新たな出発へと向かいます。新たなステージでも本校の合言葉

「チャレンジ」をいつも忘れず、それぞれの場所で、自分の目標に向かい

失敗を恐れず努力し、「たしなみの才能」を開花させてほしいと願うばかりです。

本年度も、保護者の皆様、地域の皆様、関係各機関の皆様にはたいへんお世話になりありが

とうございました。今後とも、本校に対しましての温かいご支援・ご協力をよろしくお願いい

たします。

１７日（金）卒業式
３日（金）卒業式練習開始 ２０日（月）春分の日
９日（木）都賀中学校卒業式 ２４日（木）修了式

１３日（月）卒業式予行 ３１日（金）離任式
１６日（木）卒業式前日準備
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2月1日(水)に一日入 2月8日(水)に上学年、

学を実施しました。平 16日(木)には下学年

成29年度の入学予定者 の授業参観と学年懇談会がありました。6年生

は46名。1年生に学校 は親子ふれあい活動として、「コサージュ作り」

の様子を紹介してもらっ や「親子給食」も行いました。本年度最後の授

たり、交流したりしまし 業参観でしたが、どの学年も、子どもたちの成

た。元気な来入児の姿に 長した姿を見ていただくこ

入学がますます楽しみになりました。 とができました。また、放

2月13日の週に、 課後には学年懇談会を設

合小長縄大会が開催さ け、貴重な情報交換を行う

れました。体力の向上と、 ことができました。

クラスの連帯、諦めない

心を養うことが目的で

す。クラス対抗で5分間 昔遊び体験やジャガイ

跳び、跳べた回数を競います。各クラスと モの植付け、珠算教室、

も、体育や休み時間に一生懸命練習する姿 視覚障がい者の方の話、

が見られました。勝ったクラスも、実力を 水俣病患者の方との交流

出し切れずに敗れたクラスも、みんなの汗 など、2月も大勢の地域

と涙、笑顔が光っていました。 の皆様にお力をお貸

17日(金)に本年 しいただいて、学習活動を進めることができま

度最後の学校運営 した。おかげで、子どもた

協議会を開催しました。過日実施した「学 ち一人一人の学びに広がり

校評価」の結果をもとに、本年度の成果や と深まりをもたせることが

今後の課題等について、様々な立場から貴 できました。また、読み聞

重なご意見をいただくことが出来ました。 かせや放課後教室なども2

これらの意見は、次年度の学校運営に大い 月で最終回を迎えました

に生かしていきたいと思います。お世話に が、改めてたくさんの皆様のご支援に感謝いた

なりました。 します。

きれいに飾り付けられた体育館。6年生

に関する楽しいクイズビンゴ。なかよし班

でのふれあいカルタ。６年生への心のこもったプレ

ゼント。そして鳴りやまない拍手。2月22日(水)に6年生を送る会が、

児童会主催で開かれました。この1年間、合戦場小のリーダーとして、

様々な活動の中心となって活躍した6年生。下級生の良い手本であり、

あこがれでした。そんなお世話になった6年生に、

在校生全員で「ありがとう」の感謝の気持ちを送ることができました。

企画・運営の中心となった5年生も、精一杯取り組み、伝統のバトンを

しっかり受け継ぐことができたようです。また、その日は給食もなかよ

し班で食べ、昼休みも一緒に遊び、6年生とたくさんふれあうことがで

きました。

一 日 入 学

大勢の方のアシストありがとうございました

学校運営協議会

感動・感謝～６年生を送る会～

授業参観・懇談会

3年珠算ボランティア

大きな拍手の中６年生入場

6年生クイズ（好きな番組は？）

長 縄 大 会

4年視覚障がい者の方の話

ふれあい給食




